
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かんもくフォーラム信州上田 
～わたしゃあなたのそばがいい～ 

テーマ 「交流」 (土) 
▼別所温泉 

３ ／ 16 

２０１９ 

主催 かんもくフォーラム信州上田実行委員会 

ぶっとびアート 

子どもとおとなのあそびゴコロをくすぐり本気で遊んでみる場。それぞれの持ち味を発揮できる場作りを目指して活動している。

2005 年から浜松市を中心に通算 100 回以上のワークショップを実施、継続中。 

会場 あいそめの湯 多目的ホール ▽長野県上田市別所温泉５８ 〇上田電鉄別所線別所温泉駅よりすぐ 

対象 赤ちゃんから大人まで面白好きな人。基本的には親子参加とするが小学 3 年生以上は子どもだけ可。 

前夜祭 ぶっとび！造形かげあそび  3月 16日（土） 

申し込み https://ssl.form-mailer.jp/fms/0f69f341603169 

こちらの応募フォームよりお申し込みください。 

講師 笹田夕美子 村松弘美 （ぶっとびアート ぶっとびプランナー） 

時間 14：00～16：00（受付開始 13：30）  定員 40 名  参加費 １家族 500 円（当日支払い） 

かんもくフォーラム 3月 17日（日）  

会場 長野大学 ▽長野県上田市下之郷６５８－１ 〇上田電鉄別所線大学前駅より徒歩 10 分 

参加費 大人：1500 円 高校生以下（託児を受ける子どもは含まない）：1000 円 （事前振り込み） 

申し込み https://ssl.form-mailer.jp/fms/0f229d8e603185 

こちらの応募フォームよりお申し込みください。 

時間 10：00～15：45（正面玄関にて受付開始 9：30） 

リレートーク 10：00 

・角田圭子 （かんもくネット代表） 

・みやこ （宮古島緘黙っ子の親の会ゆりの会事務局） 

・加藤諄也 （かんもく富山副代表） 

・広瀬慎一 （かんもくグループ北海道世話人） 

・中西忍 （場面緘黙親の会ひろしま あゆみの会お世話役） 

・ますいいのり （言の葉の会 代表） 

「当事者活動・親の会活動の意義とその多様性 

～重症心身・精神・発達障がい関連団体との協働の経験から～」 

端田篤人 （長野大学社会福祉学部准教授） 

講演 11：10 

口頭発表 12：20 

分科会 13：30 

① スモールステップの取り組みの実際 

② 当事者交流会〜日常で困っていることや仕事について〜 

③ 親子で向き合う「場面緘黙」～親の会活動を通して～ 

④ 高木ゼミ＠かんもくフォーラム 

⑤ いまさら聞けない発達障害と場面緘黙 

※各分科会の定員や内容等については裏面参照 

展示 10：00～15：30 

閉会イベント 15：10 

トークセッション「金原洋治×高木潤野」初共演 

内容はお楽しみに！ 

託児 9：20～15：00 

※詳細・申し込みについては裏面参照 

(日) 
▼長野大学 

３ ／ 17 

←かんもくフォーラム 

応募フォーム QR コード 

かんもくフォーラム ホームページ 

https://kanmokuforum20xx.wixsite.com/1903ueda 

 

←前夜祭応募フォーム 

QR コード 

https://buttobi.hamazo.tv/ 

https://ssl.form-mailer.jp/fms/0f69f341603169
https://kanmokuforum20xx.wixsite.com/1903ueda


 

定員 ３０名 担当 入江紗代（かんもくの声） 

内容 場面緘黙の当事者交流会を行います。対象は場面緘黙の

経験をお持ちの中学生以上の方です（自己診断で構いません）。

付き添いの方の同伴も可能です。主に「日常で困っていること」

「就労・仕事・働き方」をテーマに、体験や意見をシェアします。紙に

書いてもらったり、無理のない範囲でお話してもらったり聞いたり

しながら、進める予定です。楽しく穏やかな雰囲気の会にしたいと

思っています。 

分科会② 

当事者交流会〜日常で困っていることや仕事について〜  定員 ３０名  

話題提供 角田圭子（かんもくネット代表・臨床心理士） 

内容 エクスポージャー法・シェイピング法・スライドインなどの行

動療法的アプローチの技法について説明します。主に、心理士や

言語聴覚士、教育関係者など支援者が対象のワークショップです

が、保護者や他の立場の方など、どなたでも参加が可能です。 

メール kanmokuf.info@gmail.com 

Twitter @kanmoku_forum 

Facebook @kanmokuforum 

お問い合わせ 

定員 無し 講師 清水亜矢子（信州上田医療センター小児科医）  

司会 臼井なずな（信州かんもく相談室・信州上田医療センター心理士） 

内容 場面緘黙も発達障害？そもそも発達障害って何だっけ？

など、いまさら聞けないあれこれを、基礎の基礎から確認します。

頭の中が整理されてちょっとすっきりした、という気持ちで参加

者にお帰りいただくことが目標です！ 

地図 

上田には、30 軒以上のお蕎麦屋さんがあります。インターネットで色んな情報が手に入るので、それぞれのお蕎麦屋さんがどんな

ところか、大まかに知ることはできます。でも、そのお店のお蕎麦がどんな味かは、やっぱり行ってみないと分かりません。 

ここ 10 年くらいで、場面緘黙に関わる親の会や当事者、支援者の団体等、様々な団体が活動を開始しました。また個人で場面緘黙

についての情報を発信したり、イベントを企画したりしている人たちも増えてきたようです。 

しかし、お互いを知る手段は SNS などインターネットを通じたものが多く、他の団体や個人同士が実際に会って交流する機会は限ら

れているように感じています。このため、場面緘黙に関わる方々の交流や出会いの場があるとよいのではと考えました。 

親の会や当事者の会などが各地に立ち上がりつつあるとは言え、まだ全国各都道府県や地域での設立にはほど遠い状況にありま

す。場面緘黙に対する理解をさらに広げ、より適切な支援を受けられるようにしていくために、そして何より手助けや情報を必要とし

ている人たちの孤立を防ぐには、各地域におけるこういった会の存在が不可欠です。 

そこで、今回のかんもくフォーラムでは「交流」をテーマとして掲げました。様々な活動を行っている団体や個人の方が集い、交流

を深めることによって、これからの場面緘黙の啓発や支援、研究をより活性化させることができるのではないでしょうか。 

場面緘黙に関心のあるみなさん、ぜひ信州上田にお越し下さい。       

～信州信濃の新蕎麦よりも わたしゃあなたのそばがいい～ 

分科会① スモールステップの取り組みの実際  

分科会③ 

親子で向き合う「場面緘黙」～親の会活動を通して～  

定員 ３０名 

担当 親の会(あゆみの会・つぼみの会・ゆりの会) 

内容 各地で活動している「親の会」の活動の実態とその活動を

通して「場面緘黙」と向き合ってきた親子たちの変化・成長につい

ての話、そして親子交流会の具体的な活動例を紹介します。一緒

に「場面緘黙」に向き合う親子の在り方について考えましょう。 

かんもくフォーラム信州上田 実行委員長 高木潤野 

分科会⑤ いまさら聞けない発達障害と場面緘黙 
定員 15名 参加費 1人 500円 （当日支払い）  

対象 3 歳程度から小学生 

申し込み かんもくフォーラムホームページよりお願いします。 

https://kanmokuforum20xx.wixsite.com/1903ueda 

かんもくフォーラム当日、大学の食堂は営業しておりません。大学より徒歩 5 分でコンビニがあります。 

会場内では飲食を行うことができます。会場周辺には昼食が食べられるお店はあまりありません。 

 

託児 

定員 １０名 担当 高木潤野 

内容 場面緘黙の研究をしたい大学生・大学院生や高校生向けの

分科会です。関心のあるテーマを持ち寄って、研究の目的や方法

などについてゼミ形式でディスカッションしましょう。 

分科会④ 高木ゼミ＠かんもくフォーラム 


